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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
申請論文では、介護分野における連携と専門職連携から生じる介護職員のストレスについての
さまざまな議論が整理され、介護職員が有する看護職員との連携における役割ストレッサーに関
する仮説的なモデルについて実証的な方法で検証が行われ、また、役割ストレッサーを軽減させ
る関連要因についての分析も行われている。また、介護職員を「役職者」と「非役職者」とに分
けて分析が行われ、「非役職者」が役割ストレッサーを強く感じ、また、バーンアウトしやすい傾
向にあることも明らかにしている。本論文では、研究で得られた結果から、今後の介護実践およ
び具体的な介護職員のストレス軽減や職場環境改善に役立つ具体的な実践的含意が示されている。
そして、これらの知見は介護分野における重要な知見である。また、これらの知見を集約し、考
えられた提言は示唆に富んでいる。本論文で得られた知見及び示唆に富んだ提言の内容から申請
論文は高く評価することができる。慎重に審査を行った結果、本審査委員会は申請論文が博士（学
術）の授与に値するものと認めた。 
 
